⑥点検記録簿の様式について

　水質汚濁防止法の改正に伴い，有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の点検を行い，その結果を記録し，保存しなければならないという規定が追加されました。

　保存する点検記録簿の一例を作成しましたので，必要に応じてご活用ください。

　なお，様式については，法律上特に定めがありませんので，以下のことに注意して，独自に様式を定めていただいても構いません。

＜点検記録簿に記載が必要な事項＞

１　点検を行った有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設（施設本体に限らず，施設に付随する配管等も含みます。今回お渡しする，点検記録簿を参考にしてください。）

２　点検年月日

３　点検の方法及び結果

４　点検を実施した者及び点検実施責任者の氏名

５　点検の結果に基づいて補修その他の必要な措置を講じたときはその内容

　　　　　　　　　　　　　　　（根拠条文：水質汚濁防止法施行規則第９条の２の３）
点検結果記録簿（施設本体及び施設の床面，周囲）

施設名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

点検日　：　　　　　　　　　　　　　

適用基準：　　　　基準

点検実施者及び点検実施責任者の氏名：

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　

	Ａ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	施設本体が設置される床面及び周囲（規則第８条の３ただし書きに規定する場合(※)1を除く。）　
	床面のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	
	防液堤等のひび割れその他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	施設本体が設置される床面及び周囲（規則第８条の３ただし書きに規定する場合に限る。）
	床の下への有害物質を含む水の漏えいの有無（月１回以上）
	
	
	

	施設本体
	施設本体のひび割れ，亀裂，損傷その他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	
	施設本体からの有害物質を含む水の漏えいの有無（年１回以上）
	
	
	


※１　施設本体が設置される床の下の構造が，床面からの有害物質を含む水の漏えいを目視により容易に確認できるものである場合

	Ｂ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	施設本体が設置される床面及び周囲　
	床面のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	
	防液堤等のひび割れその他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	施設本体
	施設本体のひび割れ，亀裂，損傷その他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	
	施設本体からの有害物質を含む水の漏えいの有無（月１回以上(※)1）
	
	
	


※１　目視又は漏えい等を検知するための装置の適切な配置以外の方法による施設本体からの有害物質を含む水の漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては，上記の月１回以上の規定によらず，当該方法に応じ，適切な回数で行うものとする。
	Ｃ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	施設本体が設置される床面及び周囲　
	床面のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（月１回以上）
	
	
	


点検結果記録簿（配管等）

施設名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の配管等

点検日　：　　　　　　　　　　　　　

適用基準：　　　　基準

点検実施者及び点検実施責任者の氏名：

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　

	Ａ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	配管等（地上に設置されている場合に限る。）
	配管等の亀裂，損傷その他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	
	配管等からの有害物質を含む水の漏えいの有無（年１回以上）
	
	
	

	配管等（地下に設置され，かつ，トレンチの中に設置されている場合に限る。）
	配管等の亀裂，損傷その他の異常の有無(年１回以上)
	
	
	

	
	配管等からの有害物質を含む水の漏えいの有無（年１回以上）
	
	
	

	
	トレンチの側面及び底面のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	配管等（地下に設置され，かつ，トレンチの中に設置されている場合を除く。）
	配管等の内部の気体の圧力若しくは水の水位の変動の確認又はこれと同等以上の方法による配管等からの有害物質を含む水の漏えい等の有無（年１回以上(※)1,2）
	
	
	


※１　危険物の規制に関する規則（昭和３４年総理府令第５５号）第６２条の５の３に規定する埋設配管であって消防法（昭和２３年法律第１８６号）第１１条第５項に規定する完成検査を受けた日から１５年を経過していないものである場合又は配管等からの有害物質を含む水の漏えい等を検知するための装置若しくは配管等における有害物質を含む水の流量の変動を計測するための装置の適切な配置その他の有害物質を含む水の漏えい等を確認できる措置が講じられ，かつ，有害物質を含む水の漏えい等の点検を１月（有害物質の濃度の測定により漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては３月）に１回以上行う場合にあっては，３年に１回以上

※２　配管等の内部の気体の圧力又は水の水位の変動の確認以外の方法による配管等からの有害物質を含む水の漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては，上記の１年に１回（又は３年に１回）の規定によらず，当該方法に応じ，適切な回数で行うこととする。

	Ｂ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	配管等（地上に設置されている場合に限る。）
	配管等の亀裂，損傷その他の異常の有無（年２回以上）
	
	
	

	
	配管等からの有害物質を含む水の漏えいの有無（年２回以上）
	
	
	

	配管等（地下に設置され，かつ，トレンチの中に設置されている場合に限る。）
	配管等の亀裂，損傷その他の異常の有無（年２回以上）
	
	
	

	
	配管等からの有害物質を含む水の漏えいの有無（年２回以上）
	
	
	

	
	トレンチの側面及び底面のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（年２回以上）
	
	
	

	配管等（地下に設置され，かつ，トレンチの中に設置されている場合を除く。）
	配管等からの有害物質を含む水の漏えい等の有無（月１回以上）(※)
	
	
	


※　有害物質の濃度の測定により漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては，年４回以上

	Ｃ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	配管等（地上に設置されている場合に限る。）
	配管等の亀裂，損傷その他の異常の有無（年２回以上）
	
	
	

	
	配管等からの有害物質を含む水の漏えいの有無（年２回以上）
	
	
	

	配管等（地下に設置され，かつ，トレンチの中に設置されている場合を除く。）
	配管等の内部の気体の圧力若しくは水の水位の変動の確認又はこれと同等以上の方法による配管等からの有害物質を含む水の漏えい等の有無（年１回以上(※)）
	
	
	


※　配管等の内部の気体の圧力又は水の水位の変動の確認以外の方法による配管等からの有害物質を含む水の漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては，上記の年１回以上の規定によらず，当該方法に応じた適切な回数で行うこととする。

点検結果記録簿（排水溝等）

施設名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の排水溝等

点検日　：　　　　　　　　　　　　　

適用基準：　　　　基準

点検実施者及び点検実施責任者の氏名：

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　

	Ａ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	排水溝等
	排水溝等のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（年１回以上(※)）
	
	
	


※　排水溝等からの有害物質を含む水の地下への浸透を検知するための装置若しくは排水溝等における有害物質を含む水の流量の変動を計測するための装置の適切な配置その他の有害物質を含む水への地下への浸透を確認できる措置が講じられ，かつ，有害物質を含む水の地下への浸透の点検を１月（有害物質の濃度の測定により地下への浸透の有無の点検を行う場合にあっては３月）に１回以上行う場合にあっては，３年に１回以上

	Ｂ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	排水溝等
	排水溝等のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（年２回以上）
	
	
	

	
	排水溝等からの有害物質を含む水の地下への浸透の有無（月１回以上(※)）
	
	
	


※　有害物質の濃度の測定により地下への浸透の有無の点検を行う場合にあっては，３月に１回以上

	Ｃ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	排水溝等
	排水溝等のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（月１回以上(※)1）
	
	
	

	
	排水溝等の内部の水の水位の変動の確認又はこれと同等以上の方法による排水溝等からの有害物質を含む水の地下への浸透の有無（年１回以上(※)2）
	
	
	


※１　目視が困難な場合において，目視以外の方法による排水溝等のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無の点検を行う場合にあっては，上記の月１回以上の規定によらず当該方法に応じ，適切な回数で行うこととする。

※２　排水溝等の内部の水の水位の変動の確認以外の方法による排水溝等からの有害物質を含む水の地下への浸透の有無の点検を行う場合にあっては，上記の年１回以上の規定によらず，当該方法に応じ，適切な回数で行うこととする。
点検結果記録簿（地下貯蔵施設）

施設名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の地下貯蔵施設

点検日　：　　　　　　　　　　　　　

適用基準：　　　　基準

点検実施者及び点検実施責任者の氏名：

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　

	Ａ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	地下貯蔵施設
	地下貯蔵施設の内部の気体の圧力若しくは水の水位の変動の確認又はこれと同等以上の方法による地下貯蔵施設からの有害物質を含む水の漏えい等の有無（年１回以上(※)1，(※)2）
	
	
	


※１　危険物の規制に関する政令第１３条第１項に規定する地下貯蔵タンク又は同条第２項に規定する二重殻タンクであって消防法第１１条第５項に規定する完成検査を受けた日から１５年を経過していないものである場合又は地下貯蔵施設からの有害物質を含む水の漏えい等を検知するための装置若しくは地下貯蔵施設における有害物質を含む水の流量の変動を計測するための装置の適切な配置その他の有害物質を含む水の漏えい等を確認できる装置が講じられ，かつ，有害物質を含む水の漏えい等の点検を１月（有害物質の濃度の測定により漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては３月）に１回以上行う場合にあっては，３年に１回以上

※２　地下貯蔵施設の内部の気体の圧力又は水の水位の変動の確認以外の方法による地下貯蔵施設からの有害物質を含む水の漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては，上記の１年に１回以上（又は３年に１回以上）の規定によらず，当該方法に応じ，適切な回数で行うこととする。

	Ｂ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	地下貯蔵施設（下の欄に該当するものを除く。）
	地下貯蔵施設からの有害物質を含む水の漏えい等の有無（月１回以上(※)2）
	
	
	

	地下貯蔵施設（Ｂ基準に係る構造基準のうち，第２号と第３号（第２号と同等以上の効果を有する措置が講じられているものに限る。）に適合するもの(※)1に限る。
	地下貯蔵施設の内部の気体の圧力若しくは水の水位の変動の確認又はこれと同等以上の方法による地下貯蔵施設からの有害物質を含む水の漏えい等の有無（年１回以上(※)3）
	
	
	


※１　Ｂ基準に係る構造基準

（２号）　

次のいずれにも適合すること。

　　　　イ　地下貯蔵施設の内部の有害物質を含む水の量を表示する装置の設置その他の有害物質を含む水の量を確認できる措置が講じられていること。

　　　　ロ　有害物質を含む水の漏えい等を防止するため，内部にコーティングが行われていること。

（３号）

２号と同等以上の効果を有する措置が講じられていること。

※２　有害物質の濃度の測定により漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては年４回以上

※３　地下貯蔵施設の内部の気体の圧力又は水の水位の変動の確認以外の方法による地下貯蔵施設からの有害物質を含む水の漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては，上記の年に１回以上の規定によらず，当該方法に応じ，適切な回数で行うこととする。

	Ｃ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	地下貯蔵施設

	地下貯蔵施設の内部の気体の圧力若しくは水の水位の変動の確認又はこれと同等以上の方法による地下貯蔵施設からの有害物質を含む水の漏えい等の有無（年１回以上(※)）
	
	
	


※  地下貯蔵施設の内部の気体の圧力又は水の水位の変動の確認以外の方法による地下貯蔵施設からの有害物質を含む水の漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては，上記の年に１回以上の規定によらず，当該方法に応じ，適切な回数で行うこととする。

点検結果記録簿（使用の方法）

点検日　：　　　　　　　　　　　　　

適用基準：　　　　基準

点検実施者及び点検実施責任者の氏名：

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　

	Ａ，Ｂ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	使用の方法
	規則第８条の７第２号に規定する管理要領からの逸脱の有無及びこれに伴う有害物質を含む水の飛散，流出又は地下への浸透の有無（年１回以上）
	
	
	


	Ｃ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	使用の方法
	有害物質使用特定施設又葉有害物質貯蔵指定施設に係る作業に伴う有害物質を含む水の飛散，流出又は地下への浸透の有無（年１回以上）
	
	
	


点検結果記録簿（施設本体及び施設の床面，周囲）

施設名称：　電気めっき施設①　　　　

点検日　：　平成２４年６月１０日　　

適用基準：　　Ｂ　　基準

点検実施者及び点検実施責任者の氏名：

　　柏　太郎　　　　　　，　　柏　次郎　　　　　　

	Ａ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	施設本体が設置される床面及び周囲（規則第８条の３ただし書きに規定する場合(※)を除く。）　
	床面のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	
	防液堤等のひび割れその他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	施設本体が設置される床面及び周囲（規則第８条の３ただし書きに規定する場合に限る。）
	床の下への有害物質を含む水の漏えいの有無（月１回以上）
	
	
	

	施設本体
	施設本体のひび割れ，亀裂，損傷その他の異常の有無（年１回以上）
	
	
	

	
	施設本体からの有害物質を含む水の漏えいの有無（年１回以上）
	
	
	


※　施設本体が設置される床の下の構造が，床面からの有害物質を含む水の漏えいを目視により容易に確認できるものである場合

	Ｂ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	施設本体が設置される床面及び周囲　
	床面のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（年１回以上）
	目視
	×
	軽微なひび割れがあったため，補修を実施した。（平成２４年６月１０日）

	
	防液堤等のひび割れその他の異常の有無（年１回以上）
	目視
	○
	

	施設本体
	施設本体のひび割れ，亀裂，損傷その他の異常の有無（年１回以上）
	目視
	○
	

	
	施設本体からの有害物質を含む水の漏えいの有無（月１回以上(※)）
	目視
	○
	


※　目視又は漏えい等を検知するための装置の適切な配置以外の方法による施設本体からの有害物質を含む水の漏えい等の有無の点検を行う場合にあっては，当該方法に応じ，適切な回数で行うものとする。
	Ｃ基準
	点検方法
	点検結果
	補修内容等

	施設本体が設置される床面及び周囲　
	床面のひび割れ，被覆の損傷その他の異常の有無（月１回以上）
	
	
	


記載例





施設が複数ある場合は，特定施設設置届出書を参考に，それぞれの施設が区別できるようにしてください。（今回の例は，電気めっき施設が複数あることを想定して，それぞれの施設が区別がつくよう，番号をふっています。）





今回はＢ基準の場合の記入例のため，ここの欄は記入不要です。





今回はＢ基準の場合の記入例のため，ここの欄は記入不要です。








